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「体育・スポーツ政策研究」 

（1）「総説」は、体育・スポーツ政策の研究領域に関する主要な文献内容の総覧である。

その内容は単なる先行研究の羅列ではなく、特定の視点に基づく体系的なまとまりを

もつものとする。 

 

（2）「原著論文」は、体育・スポーツ政策の学術的な研究論文としての内容と体裁を整え

ているもので、十分な論証を経て結論を提示し、新たな科学的知見をもたらすものと

する。また、論文の構成や見出しはそれぞれの研究領域に応じて適切なものを用いる。 

 

（3）「研究資料」（実践研究、事例報告も含める）は、体育・スポーツ政策に関する調査結

果や、体育・スポーツ政策の研究上、客観的な資料として価値が認められるものとす

る。この場合、原著論文に必要な見出しや、それに相当する内容のすべてを含む必要

はないが、関連研究とのつながりの中で、その資料を提出することの意義が明らかで

あり、資料そのものの説明が十分になされているものとする。 

 

・「実践研究」は、体育・スポーツ政策の実践現場からの貴重な情報を基にした研究で、

学術的根拠に基づいた政策提言などを含み、体育・スポーツ政策の発展に寄与でき

るものとする。 

   

  ・「事例報告」は、体育・スポーツ政策に関する特定の少数事例を詳細に分析した研究

で、その報告が体育・スポーツ政策の発展に寄与するものとする。 

 

（4）「書評」は、体育・スポーツ政策に関わる単行本の全部または一部の概要が明瞭であ

るとともに、その内容に従った問題提起を含むものとする。 

 

（5）「研究情報」は、国内外の体育・スポーツ政策に関する研究情報で、会員に周知させ

ることで、本会の学術的研究を推進できるものとする。 

 

（6）「問題提起」は、体育・スポーツ政策における重要な問題提起であり、その論理的意

義と今後の発展性や有効性が示されているものとする。 

 


